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	４．その他
	１．第８回経営協議会及び第１５回役員会について
	２．国大協総会について
	３．奈良国立大学機構への予算措置について（令和４年度追加配分、令和４年度第２次補正予算、令和５年度予算案）
	榎本理事から，資料６により報告があった。
	理学部長から，今回の資料は学内においてどこまで配付して良いかとの質問があり，榎本理事から，学内に限り全資料の共有は可である旨の回答があった。
	人間文化総合科学研究科長及び理学部長から，教授会等において同様の説明を行っていただきたい旨の要望があった。
	４．大学院教育改革について
	榎本理事から，資料７により報告があった。
	高田評議員から，規模の大きなプロジェクトに申請する際，学部を跨いでコーディネートを行う人材が必要である旨の意見があった。この意見に対して理事長から，数名のコーディネーターが取りまとめを行うことでは限界があるため，各コースで研究分野の強みを検討し，それを企画につなげていく体制の構築が必要である旨の意見があった。
	高田評議員から，奈良国立大学機構の両大学で大学を跨いで研究を進めていく分野に対して，インセンティブを付与する制度を設けてはどうかとの意見があった。
	高田評議員から，大学院生のトランスファラブルスキル修得への取組について，実態としては，キャリア開発支援本部が中心的な役割を果たしつつ実施しているが，授業の中で行われる取組としての形が見えにくいので，これをより見える化してアピールしていくことが必要である旨の意見があった。
	５．経営戦略室における検討状況について
	６．連携教育開発センターにおける検討状況について
	７．中期目標・中期計画の変更手続き等について
	８．第４期中期目標期間の業務実績評価に係る実施要領（素案）等について
	企画課長から，資料１１により報告があった。
	９．令和４年度卒業式及び令和５年度入学宣誓式の実施形態について
	１０．節電・省エネルギーの協力のお願いについて
	１１．各室等からの報告について
	なし
	１２．その他

